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６
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
６
月
25
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

いち　榊原　由紀子　自然体で、単
体ながら四行が実に響き合い、潤
渇も美しい。端正ながら楽趣あり
心和む作となった。
	 （審査評　吉家　桂雪）

【かな半紙】

伊賀　石田　春代　前半二行と後半
三行の疎と密の表現のバランスが
よく、全体に明るく美しい作品に
仕上がった。
	 （審査評　岩浪　春鳥）

【漢字半紙】

百合　外山　香風　筆遣いは自由闊
達、まさに五月の青空に真っ直ぐ
伸びる竹の如くしなやかな線が印
象的、特に「 」が趣深い。
	 （審査評　池田　知之）

【新和様条幅】
新
書
　宮
城
　康
湖
　漢
字
と
か
な
が
白
い
部
分
を
活
か
す
様
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
字
さ
れ
、
作
品
を
明
る

く
気
勢
の
あ
る
も
の
に
し
た
。
造
形
の
妙
も
楽
し
め
た
。		

（
審
査
評

　東
仲

　遙
邨
）

【かな条幅】
白
山
　松
岡
　清
翠
　開
閉
自
在
な
筆
か
ら
強
く
勢
い
の
あ
る
線
が
紡
が
れ
た
。
自
然
な
流
れ
と
変
化
が
美

し
く
、
躍
動
感
に
満
ち
た
作
。	

	

（
審
査
評

　川
島

　史
子
）

【漢字条幅】
松
　角
田
　茅
水
　墨
色
の
冴
え
が
、「
こ
れ
ぞ
墨
書
作
品
」
と
い
う
感
を
抱
か
せ
る
。
奇
を
衒
っ
た
造
型
も

な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
観
賞
出
来
る
秀
作
。

（
審
査
評

　永
井

　香
樹
）
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今月の優秀作品 漢字条幅・漢字半紙

　
　
岩
書
　  

伊
藤
　
信
子

　
　
愛
山
　  

渡
邉
　
輝
水

　
　
加
茂
　  

土
田
真
奈
未

　
　
書
学
　  

金
子
奈
緒
美

　
　
九
書
　  

井
上
　
恵
子

　
　
書
学
　  

石
井
　
孝
夫

　
　
秀
芳
　  

秋
葉
　
香
織

　
　
書
学
　  

阿
部
　
文
江

　
　
兵
庫
　  

谷
垣
　
昌
代

　
　
水
茎
　  

山
㟢
　
茂
代

　
　
書
学
　  

加
藤
　
詩
遥

　
　
書
学
　  

松
本
　
康
乃

　
　
大
井
　  

宮
本
　
紀
子

　
　
書
学
　  

常
住
　
幸
江

　
　
若
里
　  

佐
藤
　
亜
美



今
月
の
優
秀
作
品

36

今月の優秀作品か な 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

38

今月の優秀作品か な 半 紙

今
月
の
優
秀
作
品

37

今月の優秀作品 か な 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

38

今月の優秀作品か な 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

40

今月の優秀作品新 和 様 半 紙

今
月
の
優
秀
作
品

39

今月の優秀作品 かな条幅・かな半紙

　
　
西
宮
　  

三
橋
　
恵
子

　
　
ち
ば
　  

長
瀬
　
好
恵

　
　
書
学
　  

上
條
　
直
子

　
　
水
茎
　  
山
中
　
容
子

　
　
九
書
　  

山
崎
美
須
子

　
　
水
茎
　  

河
野
　
文
雄

　
　
茉
友
　  

菊
島
　
克
枝

　
　
書
学
　  

久
間
砂
登
美

　
　
味
生
　  

新
山
　
千
鶴

　
　
書
学
　  

山
根
美
枝
子

　
　
書
学
　  

植
田
由
紀
子

　
　
淀
川
　  

酒
井
　
芳
月

　
　
書
学
　  

鈴
木
　
　
紫

　
　
芳
水
　  

柴
原
か
お
る

　
　
松
　  

松
本
　
春
泉
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今月の優秀作品新和様条幅・新和様半紙

　
　
平
泉
　  

千
葉
　
方
彩

　
　
仙
水
　  

天
艸
久
美
子

　
　
万
里
　  

神
之
田
澄
水

　
　
水
茎
　  

川
上
　
直
子

　
　
市
書
　  

森
　
　
留
美

　
　
書
学
　  

金
沢
　
千
尋

　
　
青
井
　  

今
野
　
美
晁

　
　
書
学
　  

藤
田
　
理
佳

　
　
西
湘
　  

瀬
戸
　
裕
江

　
　
水
茎
　  

佐
藤
　
孝
子

　
　
大
井
　  

竹
藤
知
津
子

　
　
書
学
　  

和
久
津
久
美

　
　
九
書
　  

木
下
　
楽
堂

　
　
Ｍ
Ｍ
　  

千
葉
　
伶
華

　
　
水
茎
　  

中
村
真
由
美
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今月の優秀作品新和様条幅・新和様半紙

　
　
平
泉
　  

千
葉
　
方
彩

　
　
仙
水
　  

天
艸
久
美
子

　
　
万
里
　  

神
之
田
澄
水

　
　
水
茎
　  
川
上
　
直
子

　
　
市
書
　  

森
　
　
留
美

　
　
書
学
　  

金
沢
　
千
尋

　
　
青
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今
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学
　  

藤
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理
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西
湘
　  

瀬
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裕
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水
茎
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今月の優秀作品細 字

習志　		安廣　清翠

岩手　		渡辺　泰安

書学　		浅野　春岳

書学　		小島　黄雪

書学　		山根美枝子

書学　		遠藤　志帆
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今月の優秀作品 篆 刻 ・ 実 用 書

規
定	

「
誠
則
形
」　
　
審
査
評
￨
秋
山

　凌
雲

随
意
「
晝チ

ュ
ウ

眠ミ
ン

夕セ
キ

寐ビ

」

書
学	

金
丸
　洋
輔

徐
三
庚
を
模
し
た
作
品
。
鋭
い
刀
法

に
よ
る
力
強
い
細
線
が
作
品
を
際
立

た
せ
て
い
る
。
繊
細
さ
と
豪
快
さ
を

兼
ね
併
せ
た
秀
作
。

新
書	

宮
城
　康
湖

縦
の
界
線
に
よ
る
空
間
の
引
き
締
め

が
巧
み
で
章
法
刀
法
共
に
秀
逸
。

「
誠
」
の
旁
で
あ
る
「
成
」
の
字
形

に
研
究
の
余
地
を
感
じ
る
。

春
日 

曽
我
　
卓
史

「
誠
」
の
偏
旁
を
縦
に
並
べ
た
章
法

に
よ
り
朱
白
の
対
比
が
鮮
明
に
な
っ

た
。
刀
法
は
鋭
く
冴
え
て
い
る
が
、

起
筆
の
表
情
に
つ
い
て
は
更
な
る
工

夫
が
望
ま
れ
る
。

書
学 

髙
見
　
敏
久

堂
々
た
る
白
文
と
繊
細
な
朱
文
が
見

事
に
調
和
し
て
理
想
的
な
朱
白
相
間

を
成
し
て
い
る
。
全
体
に
温
雅
な
雰

囲
気
が
漂
い
、
気
品
溢
れ
る
作
。
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今月の優秀作品細 字

習志　		安廣　清翠

岩手　		渡辺　泰安

書学　		浅野　春岳

書学　		小島　黄雪

書学　		山根美枝子

書学　		遠藤　志帆
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今月の優秀作品 審査評一 字 書

規
定
（
馨
）
文
字
の
大
き
さ
、
布
置
き
を
工
夫
さ
れ
、
運
筆
の
変
化
を
試
み
た
構
成
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
評
￨
立
川

　井
梧

随
意
（
ゆ
）
筆
の
動
き
に
よ
っ
て
は
、
平
が
な
「
ゆ
」
は
、
漢
字
草
書
体
「					

」（
中
）
に
、

漢
字
「
由
」
は
草
書
体
「							

」（
申
）
と
疑
わ
れ
る
結
体
作
品
が
多
く
目
に
つ
き
ま
し
た
。

審
査
評
￨
立
川

　井
梧

三
重
　大
黒
　海
石
　穏
健
に
み
え
る

も
運
腕
大
に
し
た
字
形
は
安
定
し
、
流

れ
よ
く
暢
達
さ
せ
た
。
余
白
を
生
か
し

た
見
事
な
作
。
雅
印
大
き
さ
考
え
た
い
。

こ
ず
　北
田
　愛
実
　漢
字
書
の
線
質

で
字
形
の
筆
捌
き
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で

大
胆
。
筆
勢
と
表
現
力
の
強
さ
は
抜

群
。
渇
筆
線
の
表
情
は
効
果
を
髙
め
た
。

松
　角
田
　茅
水
　淡
墨
と
し
た
明
快

な
線
情
は
、
線
に
太
細
大
小
の
変
化
の

動
き
を
表
わ
し
た
。
特
に
細
い
線
と
最

終
縦
画
の
渇
筆
が
印
象
的
で
あ
る
。

書
学
　海
老
原
麗
子
　二
本
の
筆
で
表

現
し
た
線
質
は
、
強
さ
と
荒
さ
を
見

せ
、
闊
達
感
あ
る
一
筆
書
き
の
作
。
紙

面
構
成
と
押
印
位
置
は
適
当
で
あ
る
。

大
門
　難
波
　佳
代
　白
黒
の
世
界
一
体
化

で
気
力
、
気
格
勇
壮
に
し
、
筆
の
タ
ッ
チ

重
量
感
に
富
む
見
事
な
作
。
印
影
は
ハ
ッ

キ
リ
と
見
せ
た
い
。

書
学
　藤
森
　泰
明
　筆
捌
き
に
よ
る
運
筆

と
筆
鋒
の
展
開
は
見
事
で
あ
る
。
た
だ
、

概
形
の
傾
き
過
大
の
表
現
に
は
右
下
部
余

白
美
の
工
夫
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
如
何

か
。

伊
賀
　山
田
　善
永
　中
央
部
に
立
つ
造
型

は
、
線
質
の
自
在
の
表
現
に
よ
り
緩
急
抑

揚
、
線
の
リ
ズ
ム
が
冴
え
情
趣
を
も
つ

作
。
左
斜
め
の
線
は
沈
め
て
ほ
し
か
っ
た
。

桑
原
　佐
伯
　政
子
　筆
脈
貫
通
さ
れ
た
運

筆
は
、
筆
圧
の
変
化
に
転
折
の
呼
吸
が
快

い
。
香
の
表
現
力
は
優
れ
て
い
る
。
声
の

草
略
は
硬
い
よ
う
だ
。


